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健康のため、ゲームなどをお楽しみになるときは、部屋を明るくしテレビ画面からできるだけ離
れて使用してください。特に小さなお子様が遊ばれるときは、保護者の方の目の届くところで遊
ばせるようにしてください。
疲れた状態での使用、連続して長時間にわたる使用は、健康上好ましくありませんので避けてく
ださい。また、身体が平常の使用の場合でも、適度に休憩をとってください。めやすとして1時間
ごとに10～15分の小休止をおすすめします。特に、高齢の方や、運動習慣のない方、心臓病・高
血圧症などの循環器に既往症のある方は、十分休憩をとってください。もし、めまいや吐き気
など、身体に異常を感じた場合には、直ちに使用を中止し、医師の診察を受けてください。
また、お子様が使用される場合は、保護者の方が十分に注意を払ってください。
ごくまれに、強い光の刺激や、点滅を受けたり、テレビの画面などを見たりしているときに、一時
的に筋肉のけいれんや意識の喪失などを経験する人がいます。こうした症状を経験した人は、
使用する前に必ず医師と相談してください。また、使用中にこのような症状が起きた場合には、
直ちに使用を中止し、医師の診察を受けてください。
使用中にめまい・吐き気・疲労感・乗物酔いに似た症状などを感じたり、目や手・腕に疲労、不快や痛
みを感じたときは、直ちに使用を中止してください。その後も不快感が続いている場合は医師の
診察を受けてください。それを怠った場合、長期にわたる障害を引き起こす可能性があります。
他の要因により、手や腕など身体の一部に障害が認められたり、疲れている場合は、ゲームなど
の操作をすることによって、症状が悪化する可能性があります。そのような場合は、使用する前
に医師に相談してください。
ゲームプレイに興じると、からだの激しい動きを伴う場合があります。心臓病・糖尿病・高血圧
症・呼吸器疾患などにより、医師から運動を制限されている方、妊娠している、もしくは妊娠
の可能性がある方は、プレイする前に必ず医師と相談してください。
Wiiリモコンの振動機能について、次のことに注意してください。
頭部、ひじ、ひざなどの骨部や顔および腹部など、身体の各部にWiiリモコンを当てて使用し
ないでください。皮膚などを痛める可能性があります。
指、手、腕などにけがや疾患があり、治療を受けている方は、絶対に使用をしないでください。
症状を悪化させる恐れがあります。
長時間にわたる使用は、健康上好ましくありませんので、めやすとして30分ごとに5分以上の
休憩をとってください。
振動を不快に感じたときは、HOMEボタンメニューのWiiリモコン設定画面で振動をOFFにして
ください。振動設定のON/OFFに関しては、Wii本体取扱説明書（機能編 P.9）をご覧ください。

健康上のご注意（必ずお読みください）

安全に使用していただくために…
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ゲーム中はWiiリモコンやヌンチャクをしっかり握り、手から離さないでください。また、絶対に

投げたり、必要以上に振り回したりしないでください。Wiiリモコンを投げたり、必要以上に振り

回して手から離れた場合、過度の力がストラップにかかりストラップが切れる恐れがあります。

必ず専用ストラップを手首に通して、ストッパーで固定してください。また、ゲーム中にストッパ

ーが緩んだり外れたりしたときは、ゲームを中断して、ストッパーを再度固定してください。

ゲーム中に、手や腕を振ったり、動き回る可能性がありますので、ゲームを始める前に周りには

何もないことを確認し、Wiiリモコンを振ったときでも、Wiiリモコンとテレビとの距離が1m以

上になるように、離れてください。また、複数のプレイヤーが同時に遊ぶときは、ぶつかったりし

ないように、十分なスペースを確保してください。

専用ストラップ［RVL-018］や任天堂のライセンス許諾を受けているストラップ以外は使用し

ないでください。

ゲーム中、手が汗ばんできた場合は、ゲームを中断して、乾いたタオルなどで拭き取って使用し

てください。

ストラップだけを握ってWiiリモコンを振り回すことは絶対にしないでください。また、ヌンチャ

クを振り回したり、首にかけたりしないでください。

Wiiリモコンを使用する前に、ストラップが傷んでいないか点検してください。もし、ストラップ

が傷んでいる場合は、Wiiリモコンの使用を中止し、必ずストラップを交換してください。

病院、医療機関などでは、無線通信が制限されている場合があります。そのような場所では、絶対
に使用しないでください。
心臓ペースメーカーを装着されている方が使用される場合は、Wiiリモコンは心臓ペースメー
カーの装着部位から22cm以上離してください。
お子様がゲームをされる場合は、保護者の方が注意事項をよく読んでご説明いただき、目の届く
所で遊ばせてください。特に小さなお子様の場合は、保護者の方が手助けをして一緒に遊んでく
ださい。
Wiiリモコンをより安全に使用していただくため、Wiiリモコンジャケットを装着して使用してく

ださい。

使用上のおねがい
●

●

コントロールスティックを操作する場合、手のひらなどの皮膚の弱い部分で力を入れて操作する
ことは避けてください。皮膚を痛めることがあります。
コントロールスティックを乱暴に操作すると故障の原因になるばかりでなく、まれにゲームの進行
に支障をきたすおそれがありますのでご注意ください。

使用上のご注意（必ずお読みください）
 事故やけが、家財の破損、故障の原因となりますので、以下の点に注意してください。

警　告
●使用中に、手や腕など、身体に疲れを感じたら必ず休憩をとってください。もし、身体に痛みや不
快感が続くようであれば、直ちに使用を中止し、医師の診察を受けてください。
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